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９
月
10
日
・
13
日
・
17
日

決
算
審
査

特
別
委
員
会

委
員
長田

　
嶋
　
輝
　
雄

副
委
員
長

小
　
坂
　
義
　
貞

代
表
監
査
委
員

野
　
田
　
幸
　
子

平成３０年度各会計歳入歳出決算

決算審査特別委員会
賛成多数で認定（賛成 14、反対なし）

　
　
盛
　
田
　
惠
津
子

　
　
白
　
石
　
　
　
洋

　
　
田
　
島
　
政
　
義

　
　
三
　
上
　
正
　
二

　
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

　
　
附
　
田
　
俊
　
仁

　
　
岡
　
村
　
茂
　
雄

　
　
哘
　
　
　
清
　
悦

　
　
澤
　
田
　
公
　
勇

　
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

　
　
向
中
野
　
幸
　
八

　
　
山
　
本
　
泰
　
二

　
　
中
　
野
　
正
　
章

　

決算審査特別委員会設置（９／１０）

議案審議にて委員長報告（９／１８）

　
９
月
10
日
に
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
13
日
、

17
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
18
日
の
議
案
審
議
に
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
事
件

に
つ
い
て
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
田
嶋
輝
雄
委
員
長
が

審
査
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
七
戸
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

賛 

成 

委 

員
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平成 30 年度　一 般 会 計 決 算

歳　出 103億6,979万4,442円

総 務 費 11億9,964万0,290円

民 生 費 17億6,581万6,837円

衛 生 費 10億7,601万6,584円

土 木 費 8億1,655万0,106円

教 育 費 16億2,066万5,690円

公 債 費 9億5,991万8,293円

諸 支 出 金 12億9,561万6,180円

議 会 費 1億0,947万6,811円

労 働 費 131万4,080円

農 林 水 産 業 費 5億1,138万3,069円

商 工 費 6億2,533万6,469円

消 防 費 3億8,441万0,563円

災 害 復 旧 費 364万9,470円

歳　入 105億2,189万8,971円

自 主 財 源 32億7,927万4,390円

町 税 22億0,990万4,203円

繰 入 金 3億7,838万1,399円

そ

の

他

分 担 金 及 び 負 担 金 1,466万1,531円

使 用 料 及 び 手 数 料 7,605万5,191円

財 産 収 入 5,364万5,412円

寄 附 金 1,834万0,292円

繰 越 金 2,682万2,201円

諸 収 入 5億0,146万4,161円

依 存 財 源 72億4,262万4,581円

地 方 交 付 税 38億5,914万7,000円

国 ・ 県 支 出 金 16億0,080万4,581円

町 債 12億8,450万0,000円

そ

の

他

地 方 譲 与 税 1億6,044万2,000円

利 子 割 交 付 金 208万2,000円

配 当 割 交 付 金 197万4,000円

株式等譲渡所得割交付金 159万2,000円

地 方 消 費 税 交 付 金 2億8,531万2,000円

自動車取得税交付金 3,924万8,000円

地 方 特 例 交 付 金 536万5,000円

交通安全対策特別交付金 215万8,000円

　歳　　　入	 　105億2,189万8,971円
　歳　　　出	 　103億6,979万4,442円
　差　引　額	 　　 1億5,210万4,529円
　◎差引額のうち、1億900万円を基金に繰入

一般会計対前年度比較表 （単位：円）

区　　分 予 算 現 額
歳　　　　　　入 歳　　　　出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額  不用額 ※2
平成30年度 10,720,146,000 10,521,898,971 315,627,641 10,369,794,442 269,683,459 80,668,099

平成29年度 11,023,851,000 10,138,955,707 902,888,274 10,016,133,506 831,342,000 176,375,494

差　引　額 △303,705,000 382,943,264 △587,216,233 353,660,936 △561,658,541 △95,707,395

※1　収入未済額＝見込んだ収入額と実際の収入額との差額　　※２　不用額＝経費の節減等により支出が減となった額

　審査に付された各決算は関係書類と照合した結果、計数において誤りがなく、各決算の内容及び予算の執行

については議決予算によって執行されており、法令規則に基づいて適切に処理されているものと認めた。

　町税、国民健康保険税及び税外諸収入（介護保険料、公共下水道負担金・分担金、公共下水道使用料、農業

集落排水負担金・分担金）に係る不能欠損処理については、今後とも適正な対応が望まれる。

　また、現年課税分の収入未済額については、町税及び税外諸収入（後期高齢者保険料、介護保険料、保育

料、水道使用料）に減少の傾向がみられるものの、賦課徴収の公平性確保はもとより、徴収率を向上させて収

入未済額を極力解消するよう、なお一層の厳しい対応が望まれる。

総務費
11.57%

民生費
17.03%

衛生費
10.38%

土木費
7.87%教育費

15.63%

公債費
9.26%

諸支出金
12.49%

議会費・労働
費・農林水産
費・商工費・
消防費・災害
復旧費
15.77%

繰入金
3.60%

町税
21.00%

地方交付税
36.68%

国・県支出金
15.22%

町債
12.21%

依存財源
68.84%

その他
4.73％

自主財源
31.16%

その他
6.56%

歳入 歳出

監査委員審査意見
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特  別  会  計  決  算
◎ 国民健康保険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成30年度 2,065,985,000 2,033,759,061 78,687,164 1,977,651,674 0 88,333,326

平成29年度 2,357,605,000 2,319,340,847 86,438,953 2,300,625,188 0 56,979,812

差　引　額 △291,620,000 △285,581,786 △7,751,789 △322,973,514 0 31,353,514

◎ 後期高齢者医療  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成30年度 382,302,000 383,115,189 599,600 382,269,168 0 32,832

平成29年度 381,518,000 381,758,761 463,400 380,876,528 0 641,472

差　引　額 784,000 1,356,428 136,200 1,392,640 0 △608,640

◎ 介 護 保 険  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成30年度 2,602,721,000 2,644,783,392 5,672,154 2,551,074,349 0 51,646,651

平成29年度 2,495,282,000 2,515,543,083 6,481,022 2,400,848,117 0 94,433,883

差　引　額 107,439,000 129,240,309 △808,868 150,226,232 0 △42,787,232

◎ 介護サービス事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成30年度 3,906,000 4,256,302 0 2,249,979 0 1,656,021

平成29年度 5,421,000 5,548,262 0 4,255,896 0 1,165,104

差　引　額 △1,515,000 △1,291,960 0 △2,005,917 0 490,917

◎ 七戸霊園事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成30年度 2,004,000 2,006,682 0 1,998,767 0 5,233

平成29年度 2,564,000 2,566,001 0 2,552,146 0 11,854

差　引　額 △560,000 △559,319 0 △553,379 0 △6,621

◎ 公共下水道事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成30年度 428,522,000 428,607,460 984,194 428,355,638 0 166,362

平成29年度 431,012,000 431,114,806 1,074,082 430,813,315 0 198,685

差　引　額 △2,490,000 △2,507,346 △89,888 △2,457,677 0 △32,323

◎ 農業集落排水事業  (単位：円)

区   分 予 算 現 額
歳       入 歳       出

収入済額 収入未済額 ※1 支出済額 翌年度繰越額 不用額 ※2
平成30年度 60,949,000 60,952,280 39,737 60,834,239 0 114,761

平成29年度 65,164,000 65,170,329 55,628 65,014,600 0 149,400

差　引　額 △4,215,000 △4,218,049 △15,891 △4,180,361 0 △34,639

◎ 水 道 事 業 (収益的収支)  (単位：円)

区   分
歳　　　　　　　　入 歳 　　　　　　　　出

予 算 現 額 決算額(税込)  決算額(税抜) 予 算 現 額 決算額(税込) 決算額(税抜) 不用額※2
平成30年度 334,951,000 338,004,202 316,946,545 303,110,000 264,268,378 260,778,608 38,841,622

平成29年度 339,491,000 339,460,112 318,203,511 266,026,000 259,286,914 255,855,805 6,739,086

差　引　額 △4,540,000 △1,455,910 △1,256,966 37,084,000 4,981,464 4,922,803 32,102,536

  (※1、※2は、3ページ注訳参照)
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○
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備

　
　
地
方
公
務
員
法
及
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

同
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

務
条
件
、
給
与
等
に
つ
い

て
、
条
例
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
改
正

　
　
住
民
基
本
台
帳
法
施
行

　
令
等
の
一
部
改
正
す
る
政

令
が
公
布
さ
れ
、
令
和
元

年
11
月
５
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
地
域
ケ
ア
会
議
設
置
条
例

　

の
改
正

　
　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
基
づ

く
介
護
保
険
法
施
行
規
則

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

　○
町
営
牧
野
条
例
の
改
正

　
　
町
営
石
倉
山
放
牧
場
の

一
部
行
政
財
産
用
途
廃
止

に
伴
い
、
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
町
営
住
宅
条
例
の
改
正

　
　
蛇
坂
地
内
の
蛇
坂
団
地

20
戸
に
つ
い
て
、
蛇
坂
団

地
建
替
事
業
に
伴
う
解
体

撤
去
（
用
途
廃
止
）
を
実

施
し
た
こ
と
か
ら
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処

　

分
等
に
関
す
る
条
例
の
改

　

正
　
　
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
よ
る
地

方
公
営
企
業
法
の
改
正
に

伴
い
、
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

　
　

○
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改

　

正
　
　
水
道
法
の
一
部
を
改
正

　
す
る
法
律
及
び
水
道
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の

整
備
及
び
経
過
措
置
に
関

す
る
政
令
の
公
布
に
伴
い
、

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

　

の
変
更

　
　
七
戸
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
取
組
内
容
及

び
事
業
費
の
変
更
が
必
要

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
第
６
条
第
７
項
の
規

　
定
に
基
づ
き
、
変
更
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
土
地
売
買
契
約
の
締
結

　
　
当
該
地
は
今
後
の
整
備

計
画
の
予
定
は
な
く
、
将

来
的
に
公
共
の
用
に
供
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
一
般
競
争
入

札
を
令
和
元
年
７
月
31
日

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
社
会

福
祉
法
人
天
寿
園
会
に
落

札
と
な
っ
た
の
で
、
地
方

自
治
法
及
び
町
条
例
の
規

定
に
よ
り
締
結
す
る
も
の

で
す
。

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

　○
令
和
元
年
度
補
正
予
算

　

（
Ｐ
６
参
照
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
平
成
30
年
度
七
戸
町
各
会

　

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

・
自
動
車
損
傷
事
故
に
係
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

○
平
成
30
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
比
率
及
び
資
金

　

不
足
比
率
の
報
告

　

（
左
記
参
照
）

　
　
　
　
　
☆
　
報
　
　
告

議

案

　
令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
10
日
に
開
会
し
、
白
石
洋
議
会
運
営
委
員
長
の
報
告
の

と
お
り
、
会
期
を
18
日
ま
で
の
９
日
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
10
日
は
、
町
長
の
提
案
理
由
説
明
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
、
11
日
は
一
般
質

問
（
３
人
）、
13
日
・
17
日
は
、
特
別
委
員
会
で
決
算
審
査
、
最
終
日
の
18
日
は
議
案
審
議

を
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
全
議
案
可
決
さ
れ
予
定
ど
お
り
閉
会
し
ま

し
た
。

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

９
月定

例
会

報

告

健全化判断比率・資金不足比率
平成30年度七戸町
における比率

早期健全化基準
経営健全化基準

  ①～④のいずれかの数値が、国の示す基準
数値を超えた場合は、破たん寸前の「早期健
全化団体」に指定され、財政再建計画などが
義務付けられる。
　⑤の資金不足比率は、公営企業会計（水道、
下水道）の営業収益に対する手持ち資金の不
足額の割合で、低いほど健全とされる。
  七戸町は、すべての項目が数値を下回って
いるので、弾力ある財政運営が可能になって
いる。

①実質赤字比率 ―  (%) 14.25 (%)

②連結実質赤字比率 ―  (%) 19.25 (%)

③実質公債費比率 5.9 (%) 25.0  (%)

④将来負担比率 28.0 (%)

⑤資金不足比率 ―  (%) 20.0  (%)

350.0  (%)
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○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

天
間
林
中
学
校
屋
内
運
動

　

場
大
規
模
改
造
工
事
）

　
　
天
間
林
中
学
校
屋
内
運

動
場
大
規
模
改
造
工
事
契

約
の
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。
　

　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
（（
仮
称
）
天
間
林
児
童
セ

　

ン
タ
ー
建
築
工
事
）

　
　
（
仮
称
）
天
間
林
児
童

セ
ン
タ
ー
建
築
工
事
契
約

の
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。
　
　

　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
令
和
元
年
度
七
戸
町
一
般

　

会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　
　
１
１
８
万
円
を
追
加
し
、

　
総
額
を
１
０
５
億
４
８
０

　
３
万
７
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
可
決

○
専
決
処
分
事
項
の
報
告

《
令
和
元
年
度
予
算
関
係
》

　
・
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
（
第
３
号
）

　
　
　
☆
全
会
一
致
で
承
認

　
青
森
県
町
村
議
会
議
長
会

主
催
の
議
員
研
修
会
が
青
森

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
議
会
議
員

の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

　
講
師
に
、
政
治
ア
ナ
リ
ス

ト
の
伊
藤
惇
夫
氏
を
お
迎
え

し
「
今
後
の
政
局
・
政
治
展

望
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第
２
回

臨 

時 

会

令
和
元
年
８
月
１
日

議

案

報

告

県
下
町
村
議
会

議
員
研
修
会

（
７
月
10
日
）

青
森
市
民
ホ
ー
ル

　（

令和元年度９月補正予算
区　　　分 補  正  額 予 算 総 額

一般会計補正予算の内容

○歳入の主なもの

・地方交付税　1億0,011万8千円

・国庫支出金　　 3,202万8千円

・諸　収　入　　 8,230万5千円

○歳出の主なもの

・民　生　費　1億1,378万4千円

　社会福祉費

 （プレミアム付商品券事業費負担金等）他

・土　木　費　　 5,820万1千円

　道路橋梁費

 （道路改良舗装等工事費等）他

一 般 会 計 1億3,658万0千円 　→ 106億8,461万7千円

特

別

会

計

国民健康保険 1,274万0千円 　→ 20億2,291万3千円

後期高齢者医療 139万0千円 　→ 3億8,210万6千円

介 護 保 険 4,151万0千円 　→ 26億3,854万6千円

公共下水道事業 426万1千円 　→ 4億4,285万4千円

農業集落排水事業 119万5千円 　→ 6,307万7千円

水 道 事 業 会 計

　収益的収入

　　　　　　 　 1万2千円　  →　　　　 3億4,179万1千円

　収益的支出　

　　　　　　  45万8千円　  →　　　　 3億0,764万9千円

講演会の様子 講師の伊藤惇夫氏
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一
般
質
問

議　

員

　

急
速
な
人
口
減
少
に
伴
い
、

今
後
労
働
力
と
し
て
、
外
国

人
労
働
者
の
雇
用
も
必
要
と

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
、
七
戸
町
に
居
住
し

て
い
る
外
国
人
労
働
者
の
業

種
、
人
数
は
把
握
で
き
て
い

る
か
。
ま
た
、
処
遇
面
で
の

ケ
ア
は
で
き
て
い
る
か
。

町
　
長

　
令
和
元
年
８
月
現
在
、
在

留
資
格
者
は
44
名
、
う
ち
技

能
実
習
生
は
39
名
。
業
種
は

把
握
し
て
い
な
い
が
７
企
業

で
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

　
在
留
資
格
者
は
、
町
民
と

同
様
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
健
康

管
理
面
、
生
活
面
な
ど
に
お

い
て
、
町
民
と
同
様
の
サ
ー

ビ
ス
、
相
談
が
可
能
で
あ
る
。

　
ま
た
、
技
能
実
習
に
お
い

て
は
、
法
に
よ
り
雇
用
企
業

に
お
け
る
生
活
指
導
や
相
談

体
制
も
責
務
と
さ
れ
て
い
る
。

４
月
の
法
改
正
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
多
く
の
項
目
が
義
務

付
け
ら
れ
、
こ
れ
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
機
関
が
県
内

に
は
９
つ
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
新
た
な
行
政

支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
対
応

し
て
い
く
。

議　

員

　

今
後
外
国
人
労
働
者
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
体
制
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
考

え
る
か
。

町
　
長

　
労
働
力
不
足
は
最
重
要
課

題
の
一
つ
。
外
国
人
労
働
者

の
雇
用
も
選
択
肢
の
一
つ
。

法
改
正
に
よ
る
在
留
資
格
者

の
増
加
は
未
知
数
で
あ
り
、

状
況
を
注
視
し
て
い
く
。

 

議　

員

　

先
だ
っ
て
６
月
10
日
、
名

誉
町
民
で
あ
る
盛
田
稔
先
生

が
ご
逝
去
さ
れ
た
。
先
生
の

残
さ
れ
た
盛
田
文
庫
に
つ
い

て
、
管
理
、
運
用
、
公
開
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

　
平
成
20
年
９
月
に
、
故
盛

田
稔
氏
よ
り
１
万
３
千
点
の

蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
、
平
成
22

年
12
月
か
ら
七
戸
支
所
４
階

に
て
公
開
を
始
め
た
。
支
所

耐
震
工
事
に
伴
い
平
成
29
年

度
に
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に

移
動
し
保
管
し
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
財
政
的

な
協
議
の
上
、
中
央
図
書
館

に
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
活
用
、

公
開
を
考
え
る
。

議　

員

　

関
連
し
て
、
故
盛
田
稔
先

生
並
び
に
町
ゆ
か
り
の
先
人

の
業
績
を
紹
介
す
る
ス
ペ
ー

ス
が
必
要
と
思
う
が
、
町
と

し
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長

　
先
人
の
業
績
の
紹
介
は
有

意
義
で
あ
り
、
必
要
性
は
感

じ
る
が
、
施
設
な
ど
の
点
か

ら
す
ぐ
に
進
め
る
こ
と
は
難

し
い
。

　
先
の
答
弁
の
コ
ー
ナ
ー
の

一
角
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
、

あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
の
対
応
を
検
討
す
る
。

 

議　

員

　

生
活
困
窮
世
帯
等
の
小
中

高
校
の
子
供
が
ど
の
く
ら
い

い
る
か
把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
長

　
法
律
に
よ
り
生
活
困
窮
世

帯
へ
の
援
助
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
町
で
は
要
保
護
、
準

要
保
護
世
帯
へ
経
済
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
、
小
学
校
67

名
、
中
学
校
41
名
に
４
３
５

万
４
４
１
円
を
支
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
関
連
部
署
が
連

携
し
、
事
案
に
応
じ
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　
高
等
学
校
に
対
す
る
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
。

議　

員

　

生
活
困
窮
世
帯
の
子
供
た

ち
の
学
力
と
進
路
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
長

　
世
帯
状
況
に
関
わ
ら
ず
各

学
校
に
お
い
て
全
児
童
の
学

力
を
把
握
し
て
い
る
。
ま
た

受
験
結
果
の
報
告
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
、
高
等
学
校
へ

の
進
学
率
、
進
学
者
を
把
握

し
て
い
る
。

議　

員

　

生
活
困
窮
世
帯
等
の
子
供

の
、
進
学
及
び
学
力
向
上
の

た
め
に
、
公
的
な
学
習
環
境

を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
町
と
し
て
は
ど
う

考
え
る
か
。

教
育
長

　
生
活
困
窮
が
学
習
機
会
の

均
等
性
を
失
う
一
つ
の
要
因

で
あ
る
と
考
え
る
。
学
習
に

支
障
が
あ
る
事
案
は
、
関
係

機
関
で
情
報
を
共
有
し
、
対

応
し
て
い
る
。

　
県
に
お
い
て
も
、
学
習
支

援
事
業
が
あ
り
、
小
学
生
、

中
学
生
向
け
の
講
習
会
が
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
で
月
２
回

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
進
学
の
た
め
町
と
し
て
は

現
行
の
奨
学
金
貸
付
制
度
を

継
続
し
て
い
く
。

議　

員

　

県
の
支
援
事
業
を
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
し
活
用
を
促
し
て
ほ

し
い
。
ま
た
、
町
の
人
材
に

よ
る
学
習
会
の
機
会
な
ど
も

設
け
て
ほ
し
い
。

山本　泰二 議員

七戸町に居住、就業している外国人労働
者のケアはできているか

町長

一問一答方式

町民と同様の行政サービスをうけられる
新たな支援が必要であれば対応していく

一 般 質 問

故
盛
田
稔
先
生
お
よ
び
盛
田

文
庫
に
つ
い
て

生
活
困
窮
世
帯
等
の
子
供
の

教
育
援
助
に
つ
い
て
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一
般
質
問

議　

員

　

今
定
例
会
で
、
私
は
ま
ず
、

平
成
20
年
９
月
11
日
、
七
戸

町
議
会
で
決
議
さ
れ
た
非
核

平
和
自
治
体
宣
言
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
。

　

こ
の
宣
言
は
「
七
戸
町
は
、

非
核
三
原
則
の
堅
持
と
恒
久

平
和
を
求
め
、
非
核
平
和
自

治
体
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し

ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

の
宣
言
を
し
た
自
治
体
と
し

て
、
ふ
さ
わ
し
い
あ
り
方
や

活
動
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

こ
の
宣
言
を
記
念
す
る
石

碑
を
庁
舎
前
に
建
て
た
ら
ど

う
か
。

町
　
長

　
平
成
20
年
９
月
に
宣
言
後
、

年
月
が
経
過
し
て
い
る
が
、

重
大
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
記
念
事
業

と
し
て
、
石
碑
の
建
立
は
今

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

議　

員

　

原
爆
被
爆
展
の
展
示
を
す

る
な
ど
、
町
で
非
核
平
和
自

治
体
と
し
て
町
民
に
見
え
る

活
動
を
し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長

　
平
和
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
特
に

行
っ
て
い
な
い
が
、
非
核
平

和
宣
言
の
自
治
体
と
し
て
、

平
和
や
非
核
の
記
念
の
日
に

あ
わ
せ
て
、
広
報
等
で
周
知
、

啓
発
を
図
り
、
機
運
を
高
め

て
い
き
た
い
。

議　

員

　

こ
の
10
月
か
ら
実
施
さ
れ

る
幼
児
教
育
の
無
償
化
で
は
、

３
歳
か
ら
５
歳
児
の
保
育
料

は
無
償
化
さ
れ
る
が
、
昼
食

な
ど
の
副
食
材
費
が
公
的
給

付
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
、
保

育
施
設
が
実
費
徴
収
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

町
で
は
、
主
食
費
、
副
食

費
と
も
実
費
徴
収
を
す
る
か
。

町
　
長

　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
伴
っ
て
、
保
育
料
は
無

償
と
な
る
が
、
全
て
で
は
な

い
。

　
給
食
の
主
食
費
と
副
食
費

に
つ
い
て
は
、
各
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
で
実
費
徴
収

し
て
い
た
だ
く
。

議　

員

　

保
育
所
の
子
供
た
ち
の
給

食
費
を
無
料
に
で
き
な
い
か
。

町
　
長

　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

を
利
用
し
て
い
る
幼
児
は
、

令
和
元
年
９
月
１
日
現
在
、

４
２
７
名
で
、
そ
の
う
ち
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

対
象
者
は
、
３
歳
か
ら
５
歳

児
の
園
児
と
、
ゼ
ロ
か
ら
２

歳
児
の
町
民
税
非
課
税
世
帯

で
約
２
６
０
名
。

　
こ
の
無
償
化
対
象
者
の
う

ち
、
副
食
費
を
徴
収
す
る
園

児
は
約
１
６
０
名
で
、
そ
の

年
間
に
か
か
る
経
費
を
試
算

す
る
と
約
１
千
万
円
に
な
る
。

　
義
務
教
育
は
町
内
全
て
の

子
供
が
対
象
で
あ
る
が
、
全

て
の
幼
児
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
現
段
階
で
は
支
援
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

議　

員

　

高
齢
者
の
生
活
を
向
上
さ

せ
る
た
め
、
加
齢
性
難
聴
に

つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
、
聴
力
が
規
定
以
下

で
、
身
体
障
害
者
の
認
定
を

受
け
、
補
聴
器
購
入
時
に
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

人
数
は
何
人
い
る
か
。

町
　
長

　
聴
覚
障
害
者
に
認
定
さ
れ

て
い
る
人
数
は
47
名
。
そ
の

う
ち
65
歳
以
上
は
41
名
。

議　

員

　

高
齢
者
の
加
齢
に
よ
る
難

聴
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

聴
力
の
障
害
認
定
に
該
当
せ

ず
、
法
に
よ
り
補
助
の
対
象

外
に
な
る
。

　

町
は
、
補
聴
器
購
入
補
助

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
　
長

　
70
歳
以
上
の
３
割
が
難
聴

と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
障

害
認
定
以
外
の
人
数
は
、
約

１
３
０
０
人
と
推
計
さ
れ
る
。

　
補
聴
器
購
入
費
は
平
均
15

万
円
で
、
国
の
助
成
は
な
く
、

町
独
自
で
行
う
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
健
康
指
導

を
継
続
し
、
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
健
康
維
持
増
進
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

佐々木　寿夫 議員

一問一答方式

町長
広報等で周知、啓発を図り、
機運を高めたい

非核平和自治体宣言の町を
アピールしたらどうか

保
育
園
給
食
費
に
つ
い
て

高
齢
者
の
生
活
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
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一
般
質
問

議　

員

　

10
月
１
日
か
ら
消
費
税
が

10
％
に
増
税
さ
れ
る
。
消
費

税
の
問
題
点
は
、
れ
い
わ
新

撰
組
の
山
本
太
郎
代
表
が
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
詳
細
に
説

明
し
て
お
り
、
い
つ
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
私

か
ら
の
説
明
は
省
略
す
る
。

　

当
町
の
商
業
施
設
で
は
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
価
格
表
示
ラ
ベ
ル

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

町
　
長

  

産
直
施
設
や
東
八
甲
田
ロ

ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
の
レ
ジ
は
、

取
り
扱
っ
て
い
る
商
品
に
よ

っ
て
複
数
の
税
率
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
、
標
準
税
率

の
10
％
と
軽
減
税
率
の
８
％

に
対
応
し
た
レ
ジ
で
10
月
１

日
か
ら
対
応
す
る
予
定
。

　
価
格
表
示
ラ
ベ
ル
に
つ
い

て
は
、
総
額
表
示
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
表
示
例
が
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
中
か
ら
大
手
小
売
店
の

表
示
を
参
考
に
し
な
が
ら
誤

解
の
な
い
表
示
を
し
た
い
。

　
大
手
小
売
店
は
、
税
込
み

価
格
が
小
さ
く
本
体
価
格
が

大
き
い
。
一
つ
の
テ
ク
ニ
ッ

ク
だ
と
思
う
が
、
そ
の
辺
は

十
分
に
参
考
に
し
て
対
応
し

て
い
く
。

議　

員

　

今
回
の
増
税
で
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
ポ
イ
ン
ト

還
元
制
度
も
実
施
さ
れ
る
。

　

こ
れ
を
機
に
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
　
長

　
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
年

４
月
か
ら
道
の
駅
し
ち
の
へ

の
物
産
館
の
方
で
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
一
早
く

導
入
し
た
。
　

　
日
本
人
で
も
使
用
可
能
な

中
国
人
向
け
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

で
、
県
も
導
入
し
て
い
る
オ

リ
ガ
ミ
ペ
イ（
電
子
決
裁
等
）

で
、
や
は
り
何
人
か
使
用
し

て
お
り
中
国
の
ア
リ
ペ
イ
と

も
連
動
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
は
既
に
導
入
済
み
。

　
ス
マ
ホ
決
済
は
10
種
類
以

上
あ
り
乱
立
状
況
。
幾
つ
か

に
絞
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

一
つ
の
端
末
で
複
数
の
ア
プ

リ
に
対
応
可
能
な
シ
ス
テ
ム

開
発
が
進
ん
で
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
状
況

や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
利
便
性
と
コ
ス

ト
を
勘
案
し
、
よ
り
適
し
た

も
の
を
導
入
し
、
物
産
館
の

み
な
ら
ず
、
産
直
や
町
内
の

商
業
者
に
も
導
入
を
進
め
て

い
き
た
い
。

議　

員

　

荒
熊
内
地
区
開
発
計
画
に

は
、
同
地
区
に
い
か
に
お
金

を
落
と
し
て
も
ら
う
か
と
い

う
計
画
が
必
要
。
令
和
７
年

の
国
体
で
は
、
新
体
育
館
が

剣
道
の
会
場
と
し
て
使
用
さ

れ
る
が
、
選
手
や
関
係
者
は

ど
こ
に
宿
泊
し
、
ど
こ
で
食

事
を
す
る
の
か
、
駅
周
辺
に

宿
泊
施
設
が
増
え
る
の
か
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
気
に
な
る
。

　

駅
周
辺
の
賑
わ
い
を
創
出

し
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ら

を
含
め
た
商
業
振
興
策
を
、

同
計
画
に
組
み
込
む
考
え
は

あ
る
か
。

町
　
長

　
同
計
画
は
同
地
区
を
新
市

街
地
と
し
て
形
成
し
、
都
市

機
能
を
集
約
す
る
た
め
の
指

針
と
す
る
た
め
に
、
平
成
29

年
度
に
策
定
し
、
現
在
、
第

１
次
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、

七
戸
畜
産
農
協
周
辺
用
地
を

開
発
す
る
と
い
う
こ
と
で
進

め
て
い
る
。

　
当
該
地
区
は
、
新
幹
線
駅

や
道
の
駅
、
大
型
商
業
施
設

を
有
し
、
住
宅
や
ア
パ
ー
ト

の
建
設
が
進
み
、
交
流
人
口

や
関
係
人
口
の
増
加
が
一
層

見
込
ま
れ
る
。

　
今
も
土
地
の
手
当
て
や
建

て
る
た
め
の
準
備
を
し
て
い

る
方
も
お
り
、
建
築
ラ
ッ
シ

ュ
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
て
、
今
後
、
関
連
す
る
計

画
等
を
策
定
す
る
場
合
は
、

商
業
振
興
に
関
す
る
内
容
を

組
み
入
れ
な
が
ら
、
町
内
外

の
商
業
者
等
を
含
む
民
間
事

業
者
の
参
入
を
視
野
に
入
れ

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
宿
泊
の
関
係
で
は
、
以
前

か
ら
ホ
テ
ル
の
誘
致
活
動
を

し
て
い
る
が
、
反
応
は
あ
ま

り
な
い
。
で
き
れ
ば
地
元
の

温
泉
宿
泊
施
設
に
も
少
し
頑

張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
今
人
口
が
集
積
し
つ
つ
あ

る
の
で
、
飲
食
店
等
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
ら
が

あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ホ
テ
ル

事
業
者
も
検
討
し
始
め
る
よ

う
な
の
で
、
そ
の
辺
も
含
め

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
七
戸
畜
協
内
に
計
画
し
て

い
る
２
カ
所
の
多
目
的
広
場

は
、
将
来
、
商
業
関
係
の
資

本
の
進
出
や
公
共
施
設
の
集

約
な
ど
、
あ
る
程
度
自
由
な

発
想
で
開
発
で
き
る
よ
う
に

今
取
り
組
ん
で
い
る
。

議　

員

　

株
式
会
社
七
戸
物
産
協
会

に
商
業
資
本
を
集
積
し
、
駅

周
辺
で
独
自
事
業
を
積
極
的

に
展
開
さ
せ
る
こ
と
も
商
業

振
興
策
の
一
つ
だ
と
思
う
。

哘　　清悦 議員
消費税増税対応と駅周辺の商業振興策は

町長

一問一答方式

複数税率のキャッシュレスに対応する
自由な発想で開発できるように計画する

商
業
の
振
興
策
に
つ
い
て
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◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
８
月
21
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
30
年
度
滞
納
状
況
及
び
不
納
欠
損

　
　
　
　
　
（
町
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
税
務
課
長
よ

　
　
　
　
　
り
滞
納
状
況
等
の
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
建
設
産
業
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
８
月
22
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
30
年
度
滞
納
状
況
（
住
宅
使
用
料
・

　
　
　
　
　
水
道
使
用
料
・
下
水
道
使
用
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
建
設
課
長
・

　
　
　
　
　
上
下
水
道
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の
説
明
を
受
け

　
　
　
　
　
協
議
し
た
。

◎
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
８
月
23
日

　
案
　
件
　
①
９
月
定
例
会
に
お
け
る
各
課
懸
案
事
項

　
　
　
　
　
②
平
成
30
年
度
滞
納
状
況
（
奨
学
資
金
貸
付

　
　
　
　
　
金
・
保
育
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

　
内
　
容
　
各
課
長
よ
り
懸
案
事
項
の
説
明
、
学
務
課
長
・

　
　
　
　
　
社
会
生
活
課
長
・
町
民
課
長
よ
り
滞
納
状
況
の

　
　
　
　
　
説
明
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
議
会
運
営
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
８
月
28
日

　
案
　
件
　
９
月
定
例
会
会
期
日
程
等
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
・
提
出
議
案
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
総
務
課
長
・
財
政
課
長
よ
り
提
出
議
案
　

　
　
　
　
　
　
等
の
説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
・
一
般
質
問
通
告
書
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
質
問
内
容
等
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　
・
陳
情
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
陳
情
２
件
を
資
料
配
付
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
運
営
方
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
運
営
方
法
を
審
議
し
た
。

　
　
　
　
　
・
会
期
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
会
期
日
程
を
審
議
し
た
。

　　
開
催
日
　
令
和
元
年
９
月
10
日

　
案
　
件
　
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
中
部
上
北
地
域
の
議
員
が
一
堂
に
会
し
、
研
修

　
　
　
　
　
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
で
、
議
員
の

　
　
　
　
　
資
質
向
上
と
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

　
　
　
　
　
と
を
目
的
に
、
議
員
派
遣
す
る
こ
と
に
し
た
。

◎
荒
熊
内
地
区
開
発
事
業
対
策
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
９
月
10
日

　
案
　
件
　
荒
熊
内
地
区
開
発
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
企
画
調
整
課
長
・
財
政
課
長
・
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
長
よ
り
荒
熊
内
地
区
開
発
事
業
の
進
捗
状
況

　
　
　
　
　
の
報
告
を
受
け
協
議
し
た
。

◎
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
開
催
日
　
令
和
元
年
10
月
２
日
・
10
日

　
案
　
件
　
議
会
広
報
第
58
号
の
編
集
に
つ
い
て

　
内
　
容
　
11
月
１
日
発
行
の
「
し
ち
の
へ
議
会
だ
よ
り
」

　
　
　
　
　
の
編
集
を
行
っ
た
。

委
員
会
の
動
き

委
員
会
の
動
き

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々

に
、
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
坂
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
山
　
本
　
泰
　
二

副
委
員
長
　
佐
々
木
　
寿
　
夫

委
　
員
　
小
　
坂
　
義
　
貞

　
　
　
　
二
ツ
森
　
英
　
樹

　
　
　
　
向
中
野
　
幸
　
八

　
　
　
　
中
　
野
　
正
　
章

　
９
月
定
例
会
で
、
平
成
30

年
度
の
歳
入
・
歳
出
す
べ
て

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
荒
熊
内
地
区
開
発
事
業
対

策
に
つ
い
て
、
新
体
育
館
建

設
計
画
の
説
明
で
は
、
多
額

の
予
算
を
計
画
し
て
い
る
よ

う
で
、
確
か
な
町
づ
く
り
の

た
め
、
町
政
と
議
会
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
議
論
し
、
町
民

へ
説
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記


